
植物病原真菌の特性①

植物病原真菌の特性②

細胞壁に穴を空けて侵入する
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植物表面模倣で病原真菌を識別

細孔膜＋セルロース＝人工細胞壁

人工細胞壁を使った
植物病原真菌の選択的検出技術
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形を認識して侵入を試みる
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植物病原菌センシング

特徴

目に見えない空気中の病原菌を捕捉・検出し、病害の発生を予測
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効果的な使い方

農業従事者の高齢化が進むなか、勘と経験に依存しない病害
対策を実現

発病するまで発見できず、対応が後手に回りやすい
植物の病害について、植物病原菌の特性に着目し、
発病前に検出

▷植物の細胞壁を模した人工
細胞壁により、植物病原菌の
特性を利用して病原菌を検出

▷人工細胞壁は自然由来の成
分（セルロース）を利用

▷病原菌の種類を特定できるの
で、最適な農薬投与が可能で
病害を抑制できる

・ハウス栽培
・植物工場
・屋外の農園

活用分野活用シーン
・収量増加
・減農薬による高付加価値化
・予測結果を基に農業従事者にアドバイスする
農業カウンセリング
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